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2、方法
1)LC-MS/MS測定条件検討









た(流速は0.300 mL/min、比率は0~1 minでA : 
B = 2 : 8、1~8 minで A : B = 9 : 1へと徐々に
変化させたのち 8~10 minでは A : B = 9 : 1で
維持、10~11 minで A : B = 2 : 8に戻してその
比率のまま 11~14 min を流し次サンプルの測
定に移った)。DEX・DORを含む唾液溶液 255 
µLに 1.5 nmol/mL LEV水溶液 10 µLを加え、















DEX ESI+ 272.1 171.1 40 40 
DOR ESI+ 258.2 157.1 40 40 
LEV(内標準) ESI+ 284.2 199.1 40 30 
2)唾液サンプルの採取および前処理
 本研究への同意を得られた被験者に塩野義製薬のメジコン錠剤 2錠(1錠中に DEX 15 mg含有、計
30 mg)を服用してもらい、3時間後にフナコシ社の Salivabio Oral Swab(唾液採取キット)を用いて唾
液サンプルを採取した。採取したサンプルを遠心分離(3900 rpm,5 min)し、上清と沈殿物に分離され
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3)検量線作成
 メジコン錠を服用していない
唾液サンプル 250 µL に 1.5 
nmol/mL LEV水溶液 10µLを加
え、そこに DEX・DOR混合水溶
液 を 400 pmol/mL か ら 1 


















ルを分析したところ、その内 3 つのサンプルで DEX
の検量線の検出限界を下回った。そのためその 3サン






被験者の内頬から採取した DNA を QIAamp® DNA 
Blood Mini Kitでプロトコールに従い抽出した。これ
に Taqman® Metabolism Genotyping Assays の
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3、結果と考察











と B(*n/*10)群を比較した場合(P値) = 0.384、
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*n/*n 10 0.217 0.117 0.224 
*n/*10 6 0.373 0.0700 0.233 





男 14 0.387 0.154 0.335 
女 7 0.363 0.136 0.265 
